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説明内容

1. 酸化エチレンの用途

2. 酸化エチレン滅菌プロセスと排ガス処理

3. 自主管理計画

4. 2024年度自主管理計画の実行状況

5. 全滅菌施設に排ガス処理装置を設置した時のEO排出量の
削減効果（予測）

6. MTJAPAN会員企業への発出文

7. EO排出削減対策の課題
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MTJAPAN会員企業への発出文

2024年度アンケート調査結果の分析
2023年度の実績及び2024年度時点での計画立案状況についてア
ンケート調査を実施し、その結果の分析を行った。設置計画が具体化
していない事業所があることから目標達成が見込めない結果となった。

来年度で計画を終了する自主管理計画達成のため、MTJAPAN会
長名で『酸化エチレン排出量低減の自主管理計画について』として、酸
化エチレン滅菌設備を有する会員向け（会員代表者、担当者各位）
に達成にむけての協力要請文書を発出（2024年12月18日）。

右赤下線部抜粋：該当会員におかれましては目標達成のための
実行を速やかにお願いします。
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• 酸化エチレン滅菌以外の滅菌方法の課題（代替滅菌技術が未確立）

① 放射線滅菌への変更：原材料の劣化や安全性について技術的な課題が大きく、一部の医療機器にしか
適用できない. 設備が高額であり投資できる企業が限られる.

② 湿熱（高圧蒸気）滅菌への変更：耐熱プラスチックや無菌維持包装の耐熱仕様への変更、滅菌後の
包装作業が必要など、技術、人員確保・コスト等の課題が大きく現実的でない.

③ 上記以外の滅菌法（過酸化水素滅菌等）は、医療機器の品質・安全性への影響が未確認であり、量
産技術も確立していないため、公式な産業用滅菌技術として確立していない.
（医薬品製造プロセス等の殺菌や病院内の器具滅菌法として使用されている）

• 滅菌後の排出削減対策の課題（製品に吸着したEOの排ガス処理）

• 滅菌後製品に吸着している酸化エチレン(徐々に放出される）の排ガス処理は困難

• 高額な設備投資とランニングコスト
（大量の低濃度EOガスを処理する設備、敷地、建物、電気・ガスなどが必要）

• 二次的な環境への影響（処理用エネルギー/CO2の排出量の増加、等）

MTJAPANの酸化エチレン排出削減の自主管理計画への取組み

EO排出削減対策の課題
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